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研究成果の概要（和文）：(1)日本、タイで乳幼児急性胃腸炎患者検体から、ノロウイルス、

ロタウイルスの流行株を解析した。(2)ノロウイルス、ロタウイルスの迅速診断キットの開

発を継続し、3 種類のウイルスを同時に検出できるキットの評価を行った。(3)ピコルナウ

イルス科ウイルスの検出を行った。(4)ブタコブウイルスの VP1 領域の解析を行い、仔ブ

タ正常血清中からもウイルスを検出した。(5)タイで検出した G3P[23], G9P[23], G3P[13] 

遺伝子型のブタロタウイルスの全 11 ゲノムの解析を行った。 

 
研究成果の概要（英文）：1. This study reported the detection and molecular characterization 

of norovirus and rotavirus in the stool samples collected from infants and children with 

acute gastroenteritis in Japan and Thailand. 2. This study evaluated newly developed 

immunochromatography kits (IC kit) for detection of norovirus, or rotavirus from clinical 

samples. Furthermore, this study evaluated an IC kit for simultaneous detection of 3 kinds 

of diarrheal viruses (rotaivirus, norovirus, and adenovirus). 3. This study also reported the 

detection of viruses in Picornaviridae family from stool samples collected from infants and 

children with acute gastroenteritis. 4. This study reported the genomic characterization of 

VP1 region of porcine kobuvirus in the porcine stool samples in Japan, and Thailand, and 

detection of the porcine kobuvirus in the serum samples from healthy piglets in Thailand. 5. 

This study reported the whole-genomic analysis of G3P[23], G9P[23] and G3P[13] 

rotaviruses isolated from piglets with diarrhea inThailand, 2006-2008. 
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１．研究開始当初の背景 

乳幼児のウイルス性胃腸炎は開発途上国、
開発国を問わず、頻繁にみられる感染症であ
るが、その制御は難しい。開発国では死亡者
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は少ないものの誰でも感染し、また施設内
で一旦流行が始まるとその制圧は難しい．
一方開発途上国を中心に今でも年間数十
万人の死亡者が出ている疾患である。その
主たるウイルスはロタウイルス、ノロウイ
ルス、アデノウイルス、サポウイルス、ア
ストロウイルスであるが、近年ピコルナウ
イルス科を初め、多くの新たなウイルスが
検出されている。また、同じウイルス種の
中でも、流行株の変遷、新たな変異株の出
現が報告されている。これらのウイルスに
は人獣共通感染ウイルスも多く、種間感染
が新たなウイルス出現に関与することが
知られている。 

 

２．研究の目的 

(1) 日本およびアジアにおいて、人類共通
感染症の観点から、ヒトおよび若い家畜
（ウシ、ブタ）に感染する下痢症ウイルス
の検出を行い、検出ウイルスの分子疫学、
遺伝子学的検索によってウイルス学的特
徴、ウイルスの病原性を調べることを目的
とする。 

 

(2) 国内および海外共同研究者に依頼し、
日本およびアジアにおける若い家畜（ウシ、
ブタ）から下痢症便、および健常な便の採
取を行うとともに、これらの便からロタウ
イルス、カリシウイルス、コブウイルス、
E型肝炎ウイルスなどの検出およびピコル
ナウイルス科の新しいウイルスの検出を
行う。 

 

(3) すでに下痢症仔ブタ便検体から検出し
たロタウイルスの株において、全 11 本の
ウイルス遺伝子分節の検出を行い、詳細な
解析を行う。 

 

(4) ピコルナウイルス科のウイルスは組換
えが起こりやすいことが知られており、検
出したウイルスにおいて詳細に解析を行
う。 

 

(5) ブタコブウイルスは健常個体において
も検出頻度が高いことが知られており、病
原性について疑問がもたれている。個体の
週齢と検出頻度との関係を調べ、抗体保有
率の検索を行う。また、感染経路を考え、
飼育環境におけるブタコブウイルスの検
出を行う。 

 

３．研究の方法 

国内外の研究協力者から、小児科外来を受
診した乳幼児下痢症患者の便検体からウ
イルス核酸の抽出を行う。また家畜の下痢
症便検体および健常便検体、または血清を
採取し、これらからウイルス核酸を抽出す

る。ターゲットとするウイルスに対して設定
したプライマーを用いて PCR 反応を行うこと
でウイルスの検出を行う。検出したウイルス
に関してはその遺伝子配列を決定し、分子遺
伝子学的解析を行う。過去に検出されたウイ
ルスの配列や、近年の流行株との比較を行い、
ウイルスの進化、組み換え、再集合（ロタウ
イルス）などを調べる。 
 
４．研究成果 
(1) 2007-2013 年の日本の小児科外来を受
診した急性胃腸炎患者の下痢便検体からウ
イルスの検出を行ったところ、最も多いウイ
ルスはノロウイルスであった。ノロウイルス
は GII.4 が多く、GII.4/2006b 変異型 が大勢
を占めたが、2009-2010 年には 2008a 変異型
も検出された。2012 年晩期になると 2012 変
異型が多く見られた。この年は 2006 年に次
ぐ、全国的な流行がみられた。次に検出頻度
の高いウイルスはロタウイルスで 2007～
2009 年では G1P[8]が最頻出株であったが、
2009～2010 年には G3P[8]が最頻出株となっ
た。次年度では G3P[8]が多いものの最頻出株
は G1P[8]となった。そのほかのウイルスとし
てボカウイルス、サポウイルス、アストロウ
イルス、パレコウイルス、エンテロウイルス、
サフォルドウイルスなどが検出されたが、ど
のウイルスも頻度は 10％以下であった。 
 
(2) 2010～2011 年、タイ・チェンマイでウイ
ルス性下痢症の分子疫学を行った。411 便検
体中 50％が陽性、ノロウイルス GII が 16％、
A 群ロタウイルスが 15％、ヒトボカウイルス
が 6％、アデノウイルスが 5％、エンテロウ
イルスが 4％、ヒトパレコウイルスが 1％で
あった。アストロウイルス、サフォルドウイ
ルス、サポウイルス、アイチウイルス、コサ
ウイルスは 1％以下であった。ロタウイルス
は G1P[8]が 45％、G9P[8]が 36％であった。
ノロウイルスは GII/4 の 2010 変異型が多数
を占めた。 
 
(3) 近年発見された新しいウイルスの検出
をタイの急性胃腸炎患者検体から試みた。入
院小児の検体からピコルナウイルス科のサ
フォルドウイルスを、コサウイルスを成人の
検体から検出した。また、パルボウイルス科
のボカウイルスを検出した。どれも多くは共
感染であった。 
 
(4) 10 種類の下痢症ウイルスを同時に 1 本
のチューブの中で検出する multiplex-PCR法
を開発した。下痢症の原因ウイルスは種類が
多く、検出には時間がかかるが、それを簡略
化するために考案し、実際の検体を用いて有
用性を明らかとした。 
 



(5) 市販のノロウイルス・イムノクロマト
キット、ロタウイルスのイムノクロマトキ
ットの評価を行い、集団感染での対応が可
能であることを示した。ノロウイルスのキ
ットは近年検出のGII.4変異型の検出も可
能であった。また、ロタウイルス、アデノ
ウイルス、ノロウイルスの 3 種類のウイル
ス抗原同時検出キットの評価を行った。
PCR 法と比べ、精度は同等だが感度がノロ
ウイルス、アデノウイルスで低かった。 
 
(6) タイと日本のブタ便から検出された
ブタコブウイルスのVP1領域の解析を行っ
た。系統樹解析の結果、5 つの lineage に
分別可能で、従来報告されている株に比べ
てこれらの株は多様性に富んでいた。タイ
の健康なブタの各週齢の血清中のブタコ
ブウイルスを調べ、17％の頻度で検出され
た。また、3D 領域の検索からウシコブウイ
ルスに近いと報告されていた 1株の VP1領
域は他のブタコブウイルスの株と類似し
ており、ブタコブウイルスでの組換えの存
在が予想された。 
 
(7)チェンマイの下痢症の仔ブタから検出
された A 群ロタウイルス 4株（G3P[23] 遺
伝子型 2 株, G9P[23]1 株, G3P[13]1 株）
について、全 11 ゲノムの解析を行った。
遺伝子型間、遺伝子型内での遺伝子再集合
が観察された。同時期のヒトでの流行株と
は類似していないが、同じ地域のブタロタ
ウイルスの遺伝子分節が検出された。一方、
遺伝子分節によっては約 20 年前の株（ブ
タ由来のヒトの株）の遺伝子が保存されて
いた。まれな NSP3 T7 遺伝子型がタイで初
めて検出され、これはこの遺伝子型がブタ
由来であることを支持する結果であった。 
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